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ありました (3)。そこで登場してきた人物が大スキピオ Scipio Africanusです。
その彼の養孫のスキピオ・アエミリアヌス Scipio Aemilianusに興味を持ち



















や Oxford Classical Text（原語表記）などの原典を収めたシリーズ
でした。その中で、割合と手に入れやすかったのが Loeb Classical 
Libraryでした。






























































































































































　 (8)そのときに利用したのが、Liddell & Scott, Greek-English Lexicon, 


























　(14)拙稿『グルメントゥム : その発掘の歴史』創価女子短期大学紀要 第
42号、2011年、39 - 60頁 ; 『グルメントゥム、その歴史を知るため





















































ボローニャ Bologna大学のジョヴァンニ・ブリッツィ Giovanni Brizzi教授




















Seibert, J., Forschungen zu Hannibal, Darmstadt, 1993.
Seibert, J., Hannibal, Darmstadt, 1993.
Lancel, S., Hannibal, Paris, 1995 [E. T. Oxford, 1998].
Hoyos, D., Hannibal’s Dynasty, Power and Politics in the Western 
Mediterranean, 247-183 B.C., London & NY, 2003.






































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⅱ」；２単位選択必修
・1999～ 2002年度　保健体育科目：「健康科学概論」、「体育・スポーツⅠ &
　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⅱ」、「PHYSICAL EDUCATION」
　　　　　　　　　　　　　　　  ；２単位選択必修
・2003～ 2006年度　地球市民教養科目・人間教養科目（I群）：「現代社会と
　　　　　　　　　　　　　　　　   健康」、「体育・スポーツⅠ &Ⅱ」、










　　［ ｢ 現代社会と健康 ｣を学ぶにあたっての基本的認識］ 
　　　  ※ “日常生活と健康 ”に関するアンケート
　　　  第１章  平均寿命の推移と死因
　　［ ｢ 現代社会と健康 ｣の中心的な話題］
　　　  第２章　生体成分と栄養素およびエネルギー代謝
　　　  第３章　日常の食生活を考える




【 ｢体育・スポーツⅠ｣ の実施種目 （2019 年度前期）】
　　(1) 運動種目  ①バレーボール ②バドミントン ③卓球
　　　　　　　　　（状況によりドッジボール等も紹介） 
　　(2) 救助法・人工呼吸法等の紹介と実施 
【 ｢体育・スポーツⅡ｣ の実施種目 （2019 年度後期）】





















　　　   教育学部：「栄養学概論」
　　　   看護学部：「栄養学」
29“〈健康〉ということ”に関わって









【在外研究】Dept. of Food Science & Human Nutrition, 
　　　　　　Michigan State University　2005年５月～ 2006年３月
【学術論文】・Body mass and fatness of Japanese college women and 




創価女子短期大学紀要第 38号  2008年７月
【学会発表】・Obesity, Underweight and Adiposity of Japanese College 
　　　　　　  Women and Relation to Residence 
Society for Nutrition Education, 39th Annual Conference  2006年７月
Ⅳ．「産業社会と健康管理」の授業目的、概要および授業内容



















　　【 ｢ 産業社会と健康管理 ｣を学ぶにあたっての基本的認識】
　　　  第１章　平均寿命の推移と死因
　　　  第２章　｢産業社会と健康管理 ｣に関わる法的側面
　　　　　　　　:労働衛生行政法規を中心に
　　【 ｢ 産業社会と健康管理 ｣の中心的話題】
　　　  第３章　健康診断とその見方
　　　  第４章　産業社会と日常の健康管理






　　　　(1)平均寿命と平均余命  ①日本人の平均寿命  ②平均余命
　　　　(2)平均寿命の年次推移
　　　２．平均寿命の国際比較













　　　　(1)BMI  (2)血圧  (3)肝・膵機能  (4)尿検査  (5)脂質代謝  




　　　　(1)日常の食生活で気をつけたいこと  (2)食品群の種類と特徴  
　　　　(3)四群点数法  (4)食事バランスガイド（フードガイド）
　　　３．女性のための「生活習慣病」予防
　　　　(1)肥満  (2)高血圧  (3)動脈硬化  (4)糖尿病 
　　　４．からだにやさしい食事学











































































　　【日本人の平均寿命】2018(H30) 年簡易生命表  　厚生労働省（2019.7.30）
　　　　女性 (F)   87.32(+0.05*)歳
　　　　男性 (M)  81.25(+0.16*)歳
　　　　　　   差     6.07歳　*前年度比










































　本日（2020年１月 30日）、『 “〈健康〉ということ ” に関わって ― 特に食事
そして運動 ―』とのテーマで、最終講義の機会を頂戴しました。本当に有
難うございます。






































































































































































































































































































































































“ It is a great privilege and distinct honor to introduce you the President of the 
United States of America.” 「合衆国大統領をここにご紹介することはとても
名誉であり光栄なことです」と言うべきところ、議長は “ The members of 


























有勢力は定数 100に対して共和党 53、民主党 47。
　罷免に必要な票数は３分の２の 67票。結果「権力乱用」の項目では有罪































































































































































































































1. デンバー大学（University of Denver）はコロラド州デンバー市にある私立総合大学。
1865年創立。雑誌“U.S. News and World Report ”の全米大学ランキングでトップ
100校にランクされている。学部生と大学院生がほぼ半々で、学部生は 65のプログ
ラムから専攻分野を選ぶことができる。
2. American Center Japan・U.S. Department of State     https://americancenterjapan.com 
3.『ニクソンを追いつめた 300日』常盤新平訳、文春文庫 1980年（新装版 2005年）。
4. Richard A. Posner “An Affair of State: The Investigation, Impeachment, and Trial of 
President Clinton” Harvard University Press, 2000.
5. The New York Times（電子版）September 26, 2019.
6. 朝日新聞 Digital  2019年 11月 27日。
7. 同上、2019年 12月 20日。
8. 同上。
9.  Newsweek（日本語ニューズウィーク誌電子版） 2020年１月 20日 . 
10. USA Today（電子版）January 28, 2020.　
11. The New York Times（電子版）February 6, 2020.
12. The Atlantic（電子版）February 5, 2020.
13. The American Thinker（電子版）January 30, 2020.
14. David P. Shippers: The Inside Story of President Clinton’s Impeachment  pp.51-150, 
Regnery Publishing, 2001.
15. The WRAP（電子版）January 23, 2020.
【参考文献】
1. Leon Friedman & William F. Levantrosser: “Watergate and Afterward: The Legacy of 
Richard Nixon”, Greenwood Press, 1992.
2. Richard A. Posner:“An Affair of State: The Investigation, Impeachment and Trial of 
President Clinton”, Harvard University Press, 2000.
3. Irving Brant: “Impeachment: Trials and Errors”, Alfred A. Knopf,  1972.
4. John Bolton: “In the Room Where It Happened”, Simon & Shuster,  2020.
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5. Kevin Sullivan & Mary Jordan: “Trump on Trial: The Investigation, Impeachment, 
Acquittal and Aftermath”, Washington Post, 2020.
6. ボブ・ウッドワード、カール・バーンスタイン『ニクソンを追いつめた 300日』常
盤新平訳、文春文庫 1980 年（新装版 2005 年）。







が採択された。SDGsは、国連に加盟する 193ヵ国が 2016年から 2030年ま
でに達成を目指す国際目標として、各界から注目を集めている。SDGsでは























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1. 井口正彦「﹁目標策定型ガバナンス﹂ としての持続可能な開発目標：新たなグロー
バル・ガバナンスとしてのオープン・ワーキング・グループ」京都産業大学世界問
題研究所紀要  第 32号 150頁（2017年）。
 2. 蟹江憲史「持続可能な開発のための 2030アジェンダとは何か ― SDGsの概要と背
景」蟹江憲史編『持続可能な開発目標とは何か　2030年へ向けた変革のアジェン
ダ』１頁（ミネルヴァ書房、2017年）。
 3. 奥脇直也「現代国際法と国際裁判の法機能 ― 国際社会の法制度化と国際法の断片








 4. Fragmentation of International Law: Difficulties arising from the diversification and 
expansion of international law, Report of the Study Group of the International Law 
Commission Finalized by Martti Koskenniemi. (A/CN.4/L.682) (2006).
 5. 小森光夫「国際法秩序の断片化問題と統合への理論課題」世界法年報第 28号 3 - 41
頁（2009年）、藤田久一「国際法から「世界法」への架橋？―フラグメンテーショ
ンと統合の問題性―」世界法年報  第 28号 129 -151頁（2009年）、佐俣紀仁「国際
法における ﹁断片化﹂ 概念の多様性に関する一考察 ― ﹁断片化﹂ 概念の現状とそ
の問題点―」植木俊哉編『グローバル化時代の国際法』99 -158頁（信山社、2012
年）。
 6. 田崎智宏・遠藤愛子「﹁ネクサス﹂ と SDGs ―環境・開発・社会的側面の統合的実
施へ向けて」蟹江憲史編『持続可能な開発目標とは何か　2030年へ向けた変革の
アジェンダ』89 -105頁（ミネルヴァ書房、2017年）。
 7. 三浦聡「持続可能な開発のトランスナショナル・ガバナンス ―権威の多元化と新





 8. Oran R. Young, Conceptualization: Goal Setting as a Strategy for Earth System 
Governance, in: Norichika Kanie and Frank Biermann (eds.), Governing through 
Goals: Sustainable Development Goals as Governance Innovation. MIT Press (2017), 
pp.34 -35. 
 9. 位田隆一「﹁ソフトロー﹂ とは何か（1）（2）―国際法上の分析概念としての有用性
批判―」法学論叢 第 117巻第５号 1-26頁、第６号 1-21頁（1985年）、村瀬信也
『国際立法 ―国際法の法源論』21- 31頁（東信堂、2002年）、斎藤民徒「﹃ソフト・








―」東海大学紀要 政治経済学部 第 47号９頁（2015年）。
12. Ryan Brenner, Global Goal-Setting: How the Current Development Goal Model 
Undermines International Development Law, Michigan State International Law Review 
Vol. 24.1 (2015), pp. 165-168. 
13. Ellen Hey, “The MDG’s, Archeology, Institutional Fragmentation and International 
Law: Human Rights, International Environmental and Sustainable (Development) 
Law”, in: H. R. Fabri, R. Wolfrum and J. Gogolin (eds.), Select Proceedings of the 





ト・ローの機能」国際法外交雑誌  第 112巻第４号 1-25頁（2013年）。
16. 村瀬「前掲論文」（注９）29頁。
17. SDGs6と国際法との関連について分析したものとして、鳥谷部壌「﹁持続可能な開
発目標（SDGs）の目標６と国際法 ― ﹁安全な飲料水に対する人権﹂ の形成が国際





19. Rakhyun E. Kim, The Nexus between International Law and the Sustainable 
Development Goals, Review of European Community & International Environmental 
Law, 25(1) (2016), p.16.
20. Alma Pekmezovic, The UN and Goal Setting: From the MDGs to the SDGs, in: Julia 
Walker, Alma Pekmezovic, Gordon Walker (eds.), Sustainable Development Goals: 
Harnessing Business to Achieve the SDGs through Finance, Technology and Law 
Reform, (2019), p.29.






いる。Summary of the 1st Joint Dialogue with Civil Society under Chapter 16 (Trade 
and Sustainable Development) of the Agreement between the European Union and 
Japan for an Economic Partnership (Tokyo, 31 January 2020).
23. SDGsとパリ協定の法的性質について比較したものとして、Marcel M. T. A. Brus, 
Soft Law in Public International Law: A Pragmatic or a Principled Choice? Comparing 
the Sustainable Development Goals and the Paris Agreement. in: Westerman P., Hage J., 
Kirste S., Mackor A. (eds.), Legal Validity and Soft Law. Law and Philosophy Library, 















28. Frank Biermann, Norichika Kanie and Rakhyun E. Kim, Global governance by goal-
setting: the novel approach of the UN Sustainable Development Goals, Current Opinion 




国際法外交雑誌  第 107巻第２号 41-71頁（2008年）、山本吉宣「国際社会の制度化
―レジーム論と国際立憲論の交差から―」国際法外交雑誌  第 109巻第３号 79 -108
頁（2010年）が参照される。なお、SDGsは、いわゆる「埋め込み (embedded)」
型のレジームに該当すると考えられる。この点につき、David J Griggs et al., An 
Integrated Framework for Sustainable Development Goals, Ecology and Society, vol.19, 
No.4 (2014), 49.を参照。また、SDGsが、国際立憲論での全体的、包括的な国際的
な憲法の萌芽に値するのかについても別途検討を要する。
30. Hey, supra note 13. 佐俣「前掲論文」（注５）。
31. 位田隆一「グローバル・ジャスティスにおける ﹁開発の国際法﹂ の意義 ― ﹁実質





33. UNFCC, Decision 1/CP.21, Adoption of the Paris Agreement (UN Doc. FCCC/
CP/2015/10/Add.1, 29 January 2016), at preamble.
34. 西村智朗「多数国間環境協定と ﹁他の国際文書﹂ との相互連関 ―名古屋議定書を
素材として」国際法外交雑誌  第 113巻第４号 14-15頁（2015年）
35. Steven Bernstein, The United Nations and the Governance of Sustainable Development 
Goals, in: Norichika Kanie and Frank Biermann (eds.), Governing through Goals: 
Sustainable Development Goals as Governance Innovation. MIT Press (2017), p.222.
36. Arild Underdal and Rakhyun E. Kim, The Sustainable Development Goals and 
Multilateral Agreements, in: Norichika Kanie and Frank Biermann (eds.), Governing 
through Goals: Sustainable Development Goals as Governance Innovation. MIT Press 
(2017), pp.242 -243.
37. Rakhyun E. Kim and Harro van Asselt, Global Governance: Problem shifting in the 
Anthropocene and the limits of international law, in: Elisa Morgera and Kati Kulovesi 
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(eds.), Research Handbook on International Law and Natural Resources, (Edward 











Ann Powers, The protection of Marine Environment from Land-Based Pollution and 
Activities: Gauging the Tides of Global and Regional Governance, The International 




41. The Future We Want, Resolution adopted by the General Assembly on 27 July 2012, 







43. ILA New Delhi Declaration of Principles of International Law Relating to Sustainable 
Development, 2 April 2002 (UN Doc. A/CONF.199/8, 9 August 2002). 同宣言の冒
頭において「sustainable development is now widely accepted as a global objective 
and that the concept has been amply recognized in various international and national 
legal instruments, including treaty law and jurisprudence at international and national 
level」と明記されている。
44. Virginie Barral, Sustainable Development in International Law: Nature and Operation 
of an Evolutive Legal Norm, The European Journal of International Law, Vol.23 no.2 
7SDGsと国際法
(2012), p.384.
45. ICJ 25 September 1997, Gabčííkovo-Nagymaros Project (Hungary v. Slovakia), ICJ 
Report, 1997, p.78.
46. Separate Opinion of Vice President Weeramantry, ICJ Reports, 1997, p.85, 95. 同事件
及びWeeramantry判事の意見の分析に関しては、松井『前掲書』（注 40）161- 167
頁参照。
47. Permanent Court of Arbitration 24 May 2005, Arbitration Regarding the Iron Rhine 
Railway between the Kingdom of Belgium and the Kingdom of the Netherlands, Award, 
at 65.
48. ICJ 20 April 2010, Pulp Mills on the River Uruguay (Argentina v. Uruguay), ICJ Report, 
2010, p.75.
49. Separate Opinion of Judge Cançado Trindade, ICJ Report, 2010, p.177.
50. ICJ Reports, supra note 46, p.92.








53. Karen N. Scott, International Law in the Anthropocene: Responding to the 






ステイナビリティ研究  第９巻 23頁（2019年）。
55. Rakhyun E. Kim and Klaus Bosselmann, International Environmental Law in the 
Anthropocene: Towards a Purposive System of Multilateral Environmental Agreements, 
Transnational Environmental Law, vol.2 (2013), pp.285 - 309.
56. 寺谷広司「断片化問題の応答としての個人基底的立憲主義 ―国際人権法と国際人









編『持続可能な世界への法』早稲田大学比較法研究所叢書 48号 37 - 53頁（成文堂、
2020年）。
57. Davor Vidas, Ole Kristian Fauchald, Øystein Jensen, Mor ten Walløe Tvedt, 
International law for the Anthropocene? Shifting perspectives in regulation of the oceans, 
environment and genetic resources, Anthropocene vol.9 (2015), pp.1-13.
58. Rakhyun E. Kim and Klaus Bosselmann, Operationalizing Sustainable Development: 
Ecological Integrity as a Grundnorm of International Law, Review of European 




球システム法（Earth System Law）」という概念を提唱している。同様に、Oran 
R. Young, Arlid Underdal, Norichika Kanie, and Rakhyun E. Kim, Goal Setting in the 
Anthropocene: The Ultimate Challenge of Planetary Stewardship, in: Norichika Kanie 
and Frank Biermann (eds.), Governing through Goals: Sustainable Development 
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